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人も教 会もコロナ禍 に翻弄ざれるなか 一年 の

歩みを終えようとしています。社会 全体が２０２０年

以前にはもう戻 れないことに気 づきつつあります。

しかし、コロナ禍が強調してあぶり出した危機と不

安は決 してこの年 に突如発 生したものでは なく、

既にこの 社会 に広く、深く根を 伸ばしてきたもの

で す。
経 済 格 差

、
法 秩 序 の 破 壊、言 語 の 荒 廃、真 偽

不明 な 情報 の氾 濫、強いられ た無 気力と無関 心

……Ｑ神のかたちとして創造ざれた人間、一個 人が

尊 ばれないという社 会の危 機の 中に私 たちは 随

分と長くその身を置いています。

そうした 危機を 直接、肌に 感じる 時、いつの 頃

からか私の 心は決まった動きを見せるようになり

ました。癖 のように考えているのです。かつて危機

の中に生きた人びとがどのように主なる神の御前

に身を浸し、どのような言葉でもって応答し告白し

た だろうか、と。

私が神学 校で担当ざせて頂 いている「古 代史」

には危 機の中で、しかし魅力 的に生きた人たちが

多くでてきます。どのような 状況 にあっても、神の

恩寵 に照らざれることを喜 びとした人 たちの言葉

に触れると、置かれている時代と状況 は違えど、彼

らが友 人であり、信仰 の仲間 であるように思えて

きま す。

例えば、３００年代 の前半 に、教 会はロー マ帝国

からの 大きな迫害 に晒ざれることに なりますが、

そ の時にカイサリアのエウセ ビオスはこう記して

います。「聖なる裁き（神）が いつもの慈 悲深い 御
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神戸改革派神学校

「神の御手の中に生 きて いる」

四国中会 岡山教会牧師

柏木貴志

手によって……、穏健な 仕方でその監視を はじめ

られた。〔そのた めに〕迫害がまず軍隊に いる兄弟

たちからはじまった。ところが、わたしたちは無感

覚になっていた ので、神 の好意 や憐れみを得よう

とは 少しも努力 せず、わ たしたちの振 舞いが顧 み

も監 視もざれていな いと無 神論者 のように考え、

次々 に 悪 を 重 ね て いっ た」（『教 会 史』８．１．７）。エウ

セ ビオスは教 会を覆う危 機もまた神 の御 手の 中

にあるものと受け止め、それ以前の教会 の姿を問

います。危機に無自覚であったこと。神 の憐みに信

頼するよりは「互 いに妬み あってはは げしく罵り」

（同）合っていたこと。その悔い改めなしに、この先

へは進め ないと語るエウセ ビオスの言葉 は、今を

生きる私たちを突き刺すものがあります。

また、２００年代 中頃に 生きたカルタ ゴの キプリ

アヌスの言葉があります。「平和を作り出す人であ

りなざ い。……神 は、平和 を作り出 す者 の祈りに

よって平和 の 内に いてくだざるの である」（ｒカト

リック教会の一致について』２３）。

神 の民は、神が導 かれる歴 史の中に、今も昔も

生 かざれています。そういえば、
「あな たがた のう

ち だ れも、教 会 に 遅 刻 して 行っては な らな い」

（ヒッポリュトスｒ使 徒伝承』４１）という言 葉もあり

ました。遅 刻した人 がたくさんい たのでしょう。私

たちと同じ弱ざと強ざをもつ友人が歴史の中にい

ます。神の 恩寵に 生かざれ、応 答した彼らの言葉

にまた一つ神と共にある歩み方を教えられます。
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那覇伝道所

４年生（４年制コース）

石川 亮
（いしかわ まこと）

自 東部中会 横浜教会

３回目の夏期 伝道も 無事に終えることが でき、

また皆 様にその 報告をすることができますことを

嬉しく思 います。ま ず は、す
べてのことを 守り、導 き、

力と知恵を与えてくだざり、そして、コロナ禍 にお

いても健 康を守ってくだ’ざった神 様に感謝 致しま

す。また家族や多くの人の祈りに支えられました。

私の７月 の夏 期伝道 先は、コロナ・ウイルス蔓延

拡大の影響により本来の夏期伝道先から鈴蘭台

教 会、甲 子 園 伝 道 所、
板 宿 教 会

、
宝 塚 教 会と、４つ

の教会に変 更になりました。また８月 は、予定 通り

愛知県 春日井市にある春日井教会でした。

ノ〆諜．

イ曝

猷

今 年の夏期伝道 はコロナ禍にあって、感染に細

心の 注意を払いながら、交わりを短い時間ながら

持 つことが でき感謝 しています。お会 いした方々

から励まざれ、力づけられ、恵み深い時でした。特

に信仰の先輩 方の 姿からたくざんのことを学 びま

した。それは同時に自らの信仰の弱ざ、幼
’ざを感じ

る 時でもありました。しかし、この夏 期伝 道 期間

中、主は、そのような弱い信仰しか持たない私を支

え、恵みと愛を注いでくだざいました。

本当に楽しい夏期伝 道でした。すべての事柄を

通して、神様が与えてくだざることには無意味で無

益なものは一つもないと改めて思うと共 にそのよ

うな恵みの時を与えてくだざる神様に感 謝してい

ます。夏期伝 道で経験したこと、学んだことを将来

に 生 かしつつ、神学 校 で の 残りの 学 びと研 鎖 の

日々を励みたいと考えています。

騨ノ
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夏期伝道派遣教会

石川 亮 諸教会／春日井教会

金原 堅二 滋賀摂理教会／国立聖書教会

長谷川 はるひ 国立聖書教会／丸亀伝道所

伊藤 築志

寺川 和宏

堂所 大嗣

野々山 芳和

奈良伝道所／勝田台教会

名古屋教会／奈良伝道所

仙 台力ナン教会／東仙 台教会

花見川キリスト伝道所／園田教会

山ロ 耕平 坂出飯山教会／花見川キリスト伝道所

山ロ 弘

蒋 淳吉

曹在佑

崔 大雄

勝 田台教会／八事教会

那覇伝道所／坂出飯山教会

春日井教会／名 古屋教会

新潟伝道所

主の御名 を讃美 致します。私は７月 に西 部中会

の 滋賀摂 理教会、８月に東部中会 の国立聖書教 会

に遣わざれました。

コロナウィルス禍 にあって、確 かにもてる集会な

ど多くの制約がある中でありましたが、しかしなが

らその中 にお いても「神 様の 御 業が 確 かに あっ

た」と言える２ヶ月間であったと感じています。それ

は、私の御 言葉の奉仕に対して教会の皆様 が感想

を分かち合ってくだざったことや、証を聞か せてく

だざったことを通して、あるいは礼拝後の交わりの

ひとときを通して、確 かに感じるものでした。奉仕

そのものは主日、あるいは祈祷会の日に集中して

行われましたが、その分、御言葉によって生 かざれ

ている教会の方々のお姿、信仰 に生きるそのお姿

を印象深く心に刻む夏の奉仕となりました。

〆

４年生（４年制コース）

金原 堅二
（き ん ぱら けんじ）

西部中会 鈴蘭台教会

一方 で、神 学校のカリキュラム が４年制となり、３

回目の夏期 伝 道として遣わざれましたが、たとえ

何回目 であろうと、主日の説 教を準備することに

おいては多くの苦慮があり、「その英知は究めがた

い（イザヤ書４０章２８節）」ことをも思わざれます。

これからずっと、向き合い、取り組み続 けることで

あると、思いを新たにさせられています。

最後に、この機会を通して得られたことは、学び

の経 験だけではなく、人との出会いも大きなもの

でした。この夏に出会った方々との交わり、かけて

いただいた言葉を大切に心 に留めな がら、残ざれ

た期間学んでいきたいと思います。
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４年生（４年制コース）

長谷川 はるひ

勧
（はせがわ はるひ）

中部中会 関キリスト教会

７月 は東 部 中 会・国 立 聖 書 教 会、８月 は四 国 中 会・

丸亀伝道所でお世話になりました。コロナ禍の中、
母教会の関キリスト教会で、手作りマスクをたくさ

んと、防災 用防塵マスクをいただきました。多くの

教会の皆 様にも祈 って支えて いただきました。健

康が守られ無 事終えることができ、心から感謝申

し上 げま す
。

遣わざれたどちらの教会も、無牧の中、また集ま

ることが困 難な中 で過ごしてこられた教会員の皆

ざんが、心を込めて準備し、必要なものをそろえて

お迎 えくだざいました。ヨハネの 黙示録を 通して

恵み に与りましたが、まさに
ｒ聞く耳のある者』た

ち、御言葉の恵みに聞き耳を立てる皆ざんの前 で、
語らせていただきました。

「この預言の言葉を朗読

する人と、これを聞いて、中に記ざれたことを 守る

人 たちとは 幸いである（黙示 録１章３節）」の幸 い

に与らせていただきました。

人の入れ替わりが多い教会で、
「その時々に必要

な人材が与えられて、神様はいつでも備えていてく

だざる」と話してくだざった姉妹の言葉に、「神 様に

よってこの群 れに遣わされ 私は、その必要 を満た

すために働 けて いるだろうか？」と自問しました。

そして、弱い拙い者が御言葉を取り次ぐために、す

べてを神 様の前に投 げ出し、ただ御憐れ みにすが

り、この務めを果 たしたいと、心から思わされまし

た。祈りをもって迎え、送り出してくだざった二教会

の上に、豊かな御祝福をお祈り申し上げます。
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３年生（４年制コース）

伊藤 築志
（い と う つ く し）

東部中会 田無教会

７月に奈良伝道 所（西部中会）、８月に勝田台教会

（東関東中会）への夏期伝道に遣わしていただいた

ことを主に感謝します。
コロナ禍の中にあっても、神戸から奈良・千葉へ

とお招きくだざった教会の皆様の祈りと覚 悟を覚

えて、ご奉仕をさせていた だいた２か月間 でした。
礼拝堂に集まることへの 不安がありつつも、それ

以上に集まって礼 拝をおざさげ することができる

ことへの喜びの表情に溢れていた皆様のことが印

象に残っています。たくざんの笑顔に出会うことが

できました。また体をもって礼拝堂に集うことがか

な わ な か った 兄 弟 姉 妹 たち とも、オ ンラ イ ン

（ｚｏｏｍなど）を用いて 交わりを持つことが許ざれ

ま した。特 に、東 関 東 中 会 の オ ンラ イ ン・ジュ ニア

キャンプでは、オンラインならではの利 点（オンラ

インだからこそ、参加 者全 体で自らの思いを 分か

ち合えた、など）に気付かざれることもあるなど、
貴 重な経 験も与えられました。

礼拝においては、ローマの信徒への 手紙からの

神戸改革派神学校校報 ４



連続 講解 説教をいたしました。御言 葉を正しく読

み、それを説き明かすということの重
’ざと難しざに

悩みながらも、９週にわたる奉仕を主が支えてくだ

ざいました。兄弟 姉妹が 御言葉によって再び 一週

の生活に遣わざれていく、そのための奉 仕に自分

自身が用 いられたことは、大きな喜びです。教会の

皆様の祈りと励ましの言葉に直に触れ、将来の働

きに対しての召 命感 がより強くされたように思い

ます。

３年生（４年制コース）

寺川 和宏
（て ら か わ か ず ひ ろ）

ｈ 西部中会 神港教会

私の今 回の夏期 伝道 は、７月に「名古屋 教会」、

８月は「奈良伝 道所」へと行くことが出来ました。

名古屋教会では西堀則男先 生によって聖餐 式が

とり行 われました。このコロナ禍 の中での聖 餐式

は、本当に神 様からの恵みを感じることが出来ま

した。またＳｋｙｐｅを使って 求道者会をする機 会
が

与えられました。オランダの宣 教師の方と一 緒に

求 道者会をざせていただきました。また名古屋岩

の上教会で学び会があり『原発と宗教』という本か

ら、学びの 機会も与えられ自然エネルギーについ

て考えざせられました。

奈良伝道所では説教準 備に困っている時、多く

の資料を貸してくだざり、多くのアドバイスも頂き、

本当に感 謝でした。また、奈良伝 道所 が出来るま

で、礼拝を捧げていた場所を見る機会も与えられ

ました。また奈 良伝道 所で は、通常の祈 祷会と、

Ｚｏｏｍを使った祈祷会があるのですが、普段 礼拝

に参加 出来ない方も参 加してくだざいました。新

たな知恵を与えてくだざる神様に感謝したいと思

います。また、送 別会や、ご自宅に招いてくだざっ

たりと、良き交わりの時も多く与えられました。

夏期伝道の最後 の日には、皆ざんに御手紙を書

かせて頂きました。今回の夏期 伝道 で、礼拝や説

教 は、皆 さん の支 え

があって出来るもの

であ ること。そ して

何より神様の支え

がないと出来ない

ものであることを、

改めて実 感したよ

うに思います。皆

ざ ん、本当 に あ り

がとう ごぎ いま

し た。 ‘６曜纈鍾幽
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３年生（４年制コース）

堂所 大嗣

‘翁ｈ 繊 熱

夏期伝道が始まる前はいつも期待と不安が入

り混じりますが、今年 は特に期 待よりも不安の 方

が 勝っていました。東 北中会 は今、様々な点 にお

いて試練の中にあります。教会員の減少と高齢化、

教師・役員の不足、伝道の停滞等、東北が直面して

いる現実 は私たちの 教会の 抱えている問題の 縮

図でもあります。加えてコロナ禍が 社会全 体を大

きく揺るがしている 中で、東 北の教 会の 皆さんも

きっと 打ち ひしが れている の では な い か。そ の

方々を少しでも励まし慰める働きが自分 に出来る

鳳盗

熱羅塊

だろうかと不安を感じずにいられませんでした。

しかし私が実 際に 東北 の教 会で出 会った 方々

は、厳しい 現実の中にあっても尚、神を愛し、教会

を愛して、素朴に信仰の道を歩んでおられました。

その兄弟姉妹の素朴な優しさ、明るざと大らかざ、

そして信仰に対 する誠実ざに触れて、教会の皆ざ

んを少しでも励まそうと思って臨んだは ずの 夏期

伝道 が、却って 私の 方が皆 ざん に励まざれて、背

筋をしゃんと伸ばざれて帰ってきた気がします。そ

して自分が現実 の厳しざに目を 奪われて、神 様に

対してあまりにも僅 かな事しか期待していなかっ

たの ではな いかと思わされています。
「わ たしの

恵みはあなた に十分である。力は弱ざの中でこそ

十分に発 揮ざれるの だ（ローマ１２章９節）。」私たち

の弱ざの内にも働いて下ざる神 様は、私 が考えて

いるよりも遥 かに大きな 御業を 成して下ざる。そ

んな希望を抱 かせられつつ２ヶ月の奉 仕を終える

事が出来ました。

３年生（４年制コース）

野々山 芳和
（の の や ま よ しか ず）

日本同盟基督教団
蛍池聖書教会 己馨』 輪

耀
麟
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』謎
この 夏、私 は７月 は 花 見 川 キ リス ト伝 道 所、８月

は園田 教会に遣わざれ、夏期伝道奉仕の恵みに与

りま した
。

夏期 伝道の現場でのみことばの奉仕では、奨励

を聞 いてくだざる方々の存 在を、強く意 識ざせら

れ、どのようにみこと ばを 語ったら良い のかと悩

み、祈りに導かれる日々でした。それは神学校 生活

を送りながらのこれまでの 奨励 奉仕とは、全く違

う経 験でした。初 めは不 安なことも多かったです

が、主日に教 会でお見掛 けしたみな’ざん のお顔を

神戸改革派神学校校報 ６



思い浮かべて祈っていると、不思議に励まざれ、最

後まで全うすることが出来ました。また、祈りの中

では、そもそも自分の力を超えた「主の働き」に携

わっているのだということも教えられ、謙遜にみこ

とばに 取り組むようにと促ざ れました。教 会の働

きにおける「祈り」の大 切ざ を教えられるととも

に、今後も取り組んでいくべき課 題として示ざれた

ように思いました。

夏期 伝道 では、本当に多くの方々に支えていた

だきました。この貴重な機 会を与えてくださった神

学 校・改革派諸教会のみなざま、祈りに覚えてくだ

ざって いた船 橋高根 教会と勝田 台教会の方々、そ

してなにより直接お世 話になりました花見川 伝道

所と園 田教会のみなざまに御 礼を申し上 げます。

この夏の経 験を活かし、これからも将来の働き

に備えて研鐙してゆきたいと思います。最後に、夏

期 伝道の恵みと祝 福のすべてを与えてくだざった

神様に心からの感謝をお捧げいたします。

３年生（４年制コース）

山ロ 耕平
（やま ぐち こうへい）

西部中会 西谷伝道所

私は香川 県にある坂 出飯山教 会と千葉 県にあ

る花見川 キリスト伝道 所に遣わざれました。一方

は美しい山々に囲まれ、もう一方は首都近 郊のマ

ンモス団地に囲まれた教会という対称的な地です

が、主がそれぞれの教会にて与えてくだざった恵み

は等しく、喜びや発見に満ちたものでした。

父の 介護 をしながらの神 学生 活を過ごす私に

とって、１日中集中 をして御 言葉と向き 合うことの

出来るこの２ヶ月。留守の間、家族をも守り導いてく

だざった主に感謝です。

響

特に印象に残っていること、それは神と教会に

忠 実に仕えておられる皆ざまと共に過ごさせて頂

けたことでした。この短い時にあって喜びも悲しみ

も共にざせて頂けたこと。皆様 の背中を見て、教会

に愛を育んでくださる主の御 力を実 感することが

出来 たこと。それが何よりの恵みでした。係るコロ

ナ禍 にあって、量的 には少な いお交わりであった

かもしれません。ですが、その 何倍 もの事柄 をお

教え頂きました。加えて主日や祈祷会のご奉仕で、

諸 先生方から充実した学びの時が与えられたこと

も感 謝でした。特に柏木先生 からは毎 主日説教に

つ いて丁寧にご指 導頂き、横田先生 からは牧者と

しての心 構えを、また小 峯先 生と共に ブツァーか

ら学びました。ご多 忙な中にあって温 かくお迎 え

を頂いた先生 方から、改めて自らの 聖書理 解、教

義理 解の弱ざ、諸事の貧しざに気付かざれる日々

でした。これからも啓明なる主、弱ざから立たせて

下ざる主に仕えて参ります。

７ Ｎｏ．
９０２０２０年１２月



３年生（４年制コース）

山口 弘
（やまぐち ひろむ）

西部中会 東広島伝道所

７月 勝田台教会、８月 八事教会、それ が今年の夏

期 伝道でした。一 生忘れない夏期 伝道になると思

います。コロナ禍中、勝田 台教会では 誰もいない

会堂でパソコンの向こう側にいるみなさんに毎週

説教することを覚悟していました。しかしたくざん

のご尽力の 結果、７月 最初 から教 会で集い礼 拝を

捧げることができました。
「見よ、兄弟が共に 座っ

ている。なんという恵み、なんという喜 び」（詩１３３

編１節）。講 壇に立つ 私に喜びの圧が 迫ってきまし

た。このみなざまに命の言葉を取次ぐのだ、足が震

えました。コロナ禍 の中、多くの方がＺｏｏｍを 使え

るようになり、一日も休むことなくＺｏｏｍ朝祷 会が

守られました。この私が毎日祈っていただける、そ

の恵みを味わいました。

西 先 生、芦 田 先 生、
中 山 先 生

、
横 田 先 生、

多くの

先生方に教えていただいた夏期 伝道でした。特に、
八事教会では鳥井先生ご夫妻と生活を共にざせて

いただきながら、実に多くのことを学びました。主

の 祈り、祝 福 と 派 遣、説 教… 、
ざ まざ ま な 局 面 を

通 して、如 何に 私が自分の言 葉に頼り、自分の力

で福 音を 伝えようとしていたのか知ることとなり

ました。この私が確 かに神から受けた救いの恵み、

そ の事実 を見つめ、この私を神に明け 渡し、立 た

せていただく。依然浅い理 解ですが、そんな思いで

神 学校生活に戻ってきました。この私を召し出して

くださった神に愚直に祈り、愚直に求め、愚直に学

びを続けたい、今、そう願っています。私を育てて

くだざった勝 田台、八事の みなざま、先生 方、何よ

りも神に感謝いたします。

ご一讃

欝
転 黛

ｄΨ』

２年生（４年制コース）

川端 達哉
（かわばた たつや）

日本同盟基督教団
松原聖書教会

私は日本 同盟基督教団に 所属 しているため、こ

の夏は夏期伝 道ではなく、母教会での奉 仕に専念

しておりました。私が所属する松 原聖書教会では、
「家の教会」という小グループ活動を軸として、「宣

教」と「弟子化」という教会の 使命を果たすため、
御 言葉に基 づく様々な実 践を展開して います。夏

といえば、例年なら⊂Ｓキャンプや夕涼み会など、楽

しい行 事が目白押しになるはずだったのですが、

御多分に漏れず当教会もコロナ禍の 影響を受け、

響
縫

講

舞
無
．

卸

鯉

簸㍗ 繍
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予定は軒並み中止となり、大変 歯痒い思いをして

過ごしていました。

そんな中、私はこの夏、初めて説教奉仕をざせて

いただきました。生きた教会、しかも自分が育てら

れた母教会での説 教奉仕というのは、神学校 で感

じるものとは異質の、何とも言えない重圧がありま

した。講 壇に立つことの恐れ多ざ、御言葉を取り次

ぐ責任の重さに、思わず身 がすくみました。自分に

とっでは反省点の多い、ほろ苦い経験となりました

が、拙い説教であったにも関わらず、信 徒の方々は

謙遜に耳を傾けて下ざいました。ざらに、御言葉に

応答してチャレンジしたことで、思いがけない恵み

に与ったという証を後 からお聞きし、私の欠 けを

補って余りある恵みを与えて下ざった主に 心から

感 謝しました。相 応しくない者ですが、弱ざの内に

働 かれる主の 御業に依り頼みつつ、これからも説

教者としての研鎖を積んでいきたいと改めて思わ

ざれる機会となりました。

戚
麟 幽
、

：１：１
，
撫

黛
藻

嚢

盆
２年生（４年制コース）

蒋淳吉
（ジャン スン ギ ル）

西部中会 広島教会

２年生の蒋淳 吉と申します。７月 は那覇伝道 所、８

月は坂出飯山教会へと遣わされました。最初の沖

縄での１カ月 間は、子どもたちがまだ夏休みに入っ

ていなかったため、家族と離 れての 生活でした。結

婚 してから、１週間以 上、妻 や子どもたちと離れた

ことがなかったので、今 回の夏期 伝 道は、個 人 的

にも特別な 体験でした。また、沖縄の歴 史に直接

触れることができた７月は、外国 籍の私にとって日

本の歴史の学びを得られる期間にもなったと思い

ます。この学 びを通して、地 域教 会の 信徒 お一人

おｒ人が住んでいらっしゃるその地域が、どのよう

な歴史の上にある地 であるの かを、より詳しく知

る 必 要 があ ると 思わ’ざれ ました。

坂出飯 山教会に派遣ざれ、教 えられたことの一

つは、私が いくら多くのことを計画し、準 備し
たと

しても、いつも私の力を超える何か
が現場 で起こ

り得る、ということで した。
「８月 も精 一杯 頑張 る

ぞ！」という気持ちでいっぱいでした。神 はそ のよ

うな私に、私一人 だけでは絶 対対応できない出来

事 を与えられました。全く予想外のことに最初は戸

惑いを感じましたが、そのことはちょうど夏 期伝道

の半ばに立っていた自分自身を、冷 静に振り返る

きっかけとなりました。いつの間にか、神により頼も

うとするより、自分の努力や得意なところにより多

く頼っていたのではないかと思わされました。こうし

て私を悟らせてくださった神は、助けの手を用意し

てくださ’るなど、様々な方法を通して、今回の夏期

伝道が多くの人に支えられたからこそ可能であった

ことを、私が素直に告白できるように導 いてくだざ

いました。すべての栄光を主にお返し致します。

鯉］
９ Ｎｏ．９
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２年生（４年制コース）

曹 在佑
（ジョ ジエウ）

西部中会 宝塚教会

主の御名を讃美いたします。多くの祈りと励ましに

支えられ、２か月間の夏期伝道が守られたこと、心よ

り感謝しております。私は、春日井教会（７月）と名古屋

教会（８月）に遣わざれました。初めての夏期伝道だっ

たので、最初は少し緊張をしていましたが、教会の皆

様にあたたかく迎えられ、すぐに緊張もとけ、楽しく

奉仕をすることができました。今回の夏期伝道を通

して、神様は３つの恵みを与えてくだざいました。

まず、たくざんのことを学ぶことができました。特

に、定住伝道者の働きがどのようなものであるかを

実際経験することができました。教会に住んでいる

者として、様々なことに気を配りながら、様々なことに

意識的に取り組む必要があることを学びました。そ

れから、愛の交わりを持つことができました。信徒ざ

んのご自宅や お店に招待され たり、求道者のため

の学び会に参加したり、また、教会での食事会など

を通して、信 徒さんとの深い愛の交わりを持つこと

ができました。最後に、召命感を確認することがで

きました。日本語での説教準備は少し大変でしたが

２か月 間の奉仕は本当に喜びに満ちたものでした。

特に、信徒さんとの交わりを通して、また奉仕を通し

て、神様の導きを確信することもできました。これか

らも、神様を信頼しながら、神様が備えてくだざった

道を歩んでいきたいと思います。祈りをもって支え

てくださった春日井教会と名 古屋教会の皆様に心

より感謝申し上げます。

簾
背、 ＼ 準 ク 〆一 響

轡

雪

ｄ

特別研究生

崔大雄
（チェ テ ウン）

日本キリスト教団

』 大阪聖光教会

ハレルヤ、主の御名を賛美 いたします。まず夏期

伝道の機会を与えてくだきった神学校と、未熟な私

を優しく受け入れて下ざった新潟伝道所のすべての

方々に感謝をいたします。私は韓国の教会での牧会

経験はありましたが、日本の教会での経験はありま

せんでしたので、とても不安で恐れる心がありまし

た。しかしお祈りをしている間、神様は恐れる心より
も、人をもっと愛する心を与えて下さいました。神

様の恵みを期 待し、４人家族全員で新潟 伝道所へ

と出発しました。新潟 伝道所 で印象 に残ったこと

があります。それは 木曜日の 聖書勉強 祈祷会のと

きに、一週 間の恵みとお祈り課題を分かち合った

後一斉祈祷をすることでした。また海産物が安く、
お米とソースかつ丼 がとても美味しかったです。

夏期伝道の間、私が学んだことは三つあります。
１つ目は、牧会者が信徒に何かを教えることも大切

ですが、話しを聞き、共感することも大切であること

です。２つ目は、神様だけが完全であり、私は完全で

はないことを学びました。３つ目は、信徒のため、ま

た説教のため、もっとお祈りをしなけれ ばならない

ことを学びました。最後に今回 の夏期伝道で得 た

ものは何よりも新潟地域を私の胸に留めることが

できたことです。新潟伝道所が新潟地域でイエス・

キリストの福音を伝え、また世の光と地の塩の役割

を良く果たすことができますように、これからも続
けてお祈りいたします。すべてのことを神様に感謝
い た します。

神戸改革派神学校校報 １０
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響
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遭１

挨拶

蒙塔
遣論

西部中会 板宿教会牧師

吉岡契典 常勤講師 難講　曾
直署』

昨年 春から常勤 講師となり、教授会メンバーと

なりました。それは世代 交代というはっきりとした

理由によるもの でした。私と入 れ替わりに木下 裕

也先生が、また今年に入って岩 崎謙先生も教 授会

から退 かれました。５年 前に非 常勤 講師となった

当初は、神学校 は学ばせていただく所という意識

でした が、教授会に招かれたことにより、自分
が教

え、模 範を示す側 に立 た
’ざれていることを自覚す

ることとなり、今 はその責 任ある仕事 に喜 びと感

謝を覚えています。私は他派を知らず、また牧 師以

外の職歴も持たな い者 ですので、それが学校運営

に 悪く作用 しないようにと祈りつ つ、先輩の 教授

陣とこれまでの神学校の歴史に学ぶ日々です。

米国留学時に は、カ ルヴィン神学校が有する留

学生たちへの行き届 いたケアに大きく助 けられ、
教えられました。その経験も生かしな

がら、神 学の

教授の みでなく、学生たちそれぞれの必 要に届
く

働きができれ ばと願っています。そして、そのよう

に神学校に仕えることで、教派全体に仕えることを

許された いと願っています。

２０２０年４月より常勤講師となり、教 授会の一員と

なりました。２００９年より、南アフリカ に留学 中の２

年間を除いて、非常勤講師をさせて頂きました の

で、神 学校と深い関わりを持ってきたつもりでした

が、講義 をすることと教 授会として責 任を負うこと

は大きく違うことを感じざせられています。実務の

多くは袴 田康裕教授 が担ってくだざつていますの

で、仕 事量 がそれ ほど多くなったわ けではあり
ま

せん。しかし、献 身の志 を持った 人たちを教 会の

現場 に送り出すまでに一 人ひとりが経験する紆余

曲 折を見守り、神学 校運営を健全に保 つことに配

慮 を行き届 かせることは、容易 なことでは ありま

せ ん。歴代の 教授会のご苦労があったことを思わ

ざれます。今年は特 にコロナ禍が起こり、変則的な

運営に心を注ぐ必要がありました。
それでも、キリストの教 会に仕えようとする献身

者たちを育成することは、大きな喜びです。献身者

が不足しており、大会・中会 の若者 教育 に携わって

きた者として責任を感じるところですが、神学生た

ちがざまぎまな面から学び、長く教会に仕えること

ができるように手助けしたいと願っています。

難講雛繕罐：羅鍵灘麓灘欝蕪購鷺灘墓論
載することができませんでしたが、 今号では神学生たちの夏期伝

道報告を掲載ざせていただきま した。 次

号は来夏に発行を予定 しており、 卒業生や入
学者の挨拶などを掲載ざせていただく予定です。 神学校

を覚

えて様々な支援と祈りを捧げてくだざっているすべての皆様に感謝をいた します。
神学校は献身者を必要

と しています。 そ して どなたにもその可
能性があると思います。 一度は神様に御自分の召 しを問い・

祈っ
、

ていただきたいと切に願っています。 （吉岡契
典）

・鱒 一 懸螺闘縣縣懸熈懸懸懸懸羅懸騨麟懇購灘騨帯



２０２１年 神学校主要行事予定

１ 月４日（月）・ 一斉開講準備

５日（火）● 第３学期 開講講演（講師：坂尾連 太郎 講師）

１０日（日）● 入学願書締め切り

２月１２日（金）● 全校祈祷日（講師：小野田雄二先生）

１６日（火）・ 入学試験／卒業 論文締 め切り

２６日（金）・ 第３学期最終講義

３月２日（火）・ 第６９回卒業式

３日（水）一５日（金）・ リーディン グ・ピリオ ド（含補講）

９日（火）一１２日（金）・ 学期末試験

４ 月１日（木）・ 一斉開講準備

２日（金）・ 第７２回入学式、第１学期 開講講演会（講 師：吉岡契典 講師）

５ 月８日／１５日・ 春の神学講座

（いずれも 土曜日） テーマ「ギリシア語のは じめの一歩」（講師：金昭貞講師）

２０日（木）一２１日（金）・ 神学校リ トリー ト（講師：持田浩次先生）

６月１１日（金）・ 第１学期最終講義

１５日（火）一１８日（金）・ リーディ ング・ピリオ ド（含補講）

２２日（火）一２５日（金）● 学期末試験

２５日（金）● 夏期 伝道派遣式

畿薫∴１轟議
７月１日（木）一８月３１日（火）・ 夏期 伝道（２～４年生）

７月２日（金）、３日（土）・ 第４４回夏期 信徒講座（講師：吉岡契典講師）

６日（火）一３０日（金）● ギリ シア語文法集 中講義（１年生）

８月１０日（火）一 ９月３日（金）・ ヘ ブライ 語文法集 中講ｉ義（１年生）

６日（月）● 一斉開講準備

７日（火）・ 第２学期 開講講演会（講師：坂井孝宏先生）

２４日（金）● 日本キリス ト教会神学校特別講義（講師：佐藤泰將先生）

１０月２日／９日・ 秋の神学講座

（いずれも土曜日） テーマ「教会学校教師の説教講座」（講師：西部中会教育委員会）

１１月１９日（金）● 第２３回神戸改革派・神戸ルーテル神学校合同神学シンポジウム
２６日（金）・ 第２学期最終講義

３０日（火）一１２月３日（金）・ リーディ ング・ピリオ ド（含補講）

７日（火）一１０日（金）・ 学期 末試験

１０日（金）● ク リス マ ス 礼拝・祝 会

２０２２年１月６日（木）● 一斉開講準備

７日（金）・ 第３学期開講講演（講師：未定）

断騰灘 欝醜趨灘暮謙１；麟無懸鋸鼎。ｍ


